
１２月５日 「暴力はいけないこと」 
 

今、代表委員会の皆さんが中心となって「あいさつ運動」が行われています。

朝、正門、西門、昇降口から「おはようございます」と気持ちの良いあいさつ

がたくさん聞こえてきます。お互いにあいさつが交わされるとすがすがしい気

持ちになりますね。昼間も、「こんにちは」「ありがとう」「さようなら」と桜野

小学校全体であいさつが聞こえてきます。廊下や階段で校長先生と出合った時

も、すすんであいさつをしてくれる子が増えてたいへん嬉しく思います。今週

もそしてこれからも、あいさつを大切にしていきましょう。 

さて、今日は皆さんが楽しく学校生活をおくることができるようにするため

の話をします。皆さんの体や心は一番大切なものです。また、友達の体と心も

自分と同じように大切です。 

生活の中で、誰かを叩いたり、けったりして、その相手に痛い思いや怪我を

させたりすることを暴力といいます。悪口を言ったり、相手が嫌がるようなこ

とを言ったりして、相手の心を傷つけることも言葉の暴力になります。人を叩

いたり、嫌なことを言ったりして、誰かの体や心を傷つけたりすることは、ど

んな大人の人がやってもいけないし、友達同士でやってもいけない、誰が誰に

対してやってもいけないことです。 

もし、学校の中で、先生や他の大人の人から、叩かれたり、嫌なことを言わ

れたりということがあったときは、校長先生や副校長先生、他の先生、相談員

に相談してください。 

そして、今日または明日、皆さんにこの用紙を配ります。もし、学校で先生

や他の大人から、注意されるときに、叩かれたり、心が傷つくような嫌なこと

を言われたりすることがあったら、この用紙に書いてください。用紙に書いた

ら、個人情報袋に入れて出してください。袋は、校長先生や副校長先生、専科

の先生方で集めにいきますので安心して書いてください。もし、学校で書きた

くない場合はお家にもちかえって書いても構いません。また、この用紙に書き

たくない場合は、お家の人に相談したり、この用紙と一緒に配る手紙「一人で

悩まず、相談しよう」に書いてある電話番号に連絡したりしてください。 

これからも、叩かれたり、傷つくようなことをされたりすることがあったら、

いつでも校長先生や話せる先生、お家の人に相談してください。 


